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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】　両振り曲げ疲労試験装置の基礎▲１０▼

に固定した試験片 に両振りの曲げ変形をそれぞれの方

向の引張り力により加えるようにした一対のボール継手

の受け板 を試験片の載荷点に固定して取り付け、それ

ぞれの曲げ方向の継手軸 にゼロ変位・ゼロ荷重の中立

点を設定する長さ調整ねじ を設けて、ロードセル

を介して載荷枠のそれぞれの側に取り付ける。継手軸は

高強度の柔軟性のある素材で造り、曲げ変形に伴う変位

にボール継手でのすべりに合わせて追従できるようにし

てある。載荷枠に両振りの一定変位を与えたとき、試験

片にそれぞれの方向の引張り荷重のみが作用して両振り

の曲げ変形が与えられることを特徴とする定変位疲労試

験装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】疲労試験機、オートメーション機

器、力の方向が定まらない駆動部などに利用されてい

る。

【０００２】

【従来の技術】定変位の疲労試験機で基礎に取り付けた

平面曲げ試験片に、引張り及び圧縮の繰り返し荷重を与

えると、固定部を中心に両振りの繰り返し運動により、

荷重点の位置が円弧上をずれる。これが疲労試験のよう

な長時間の試験では荷重の低下の原因になる。

【０００３】また、試験片の荷重点を固定した場合は、

荷重の方向と変位の方向が一致しないため、試験片に純

粋な曲げ変形を与えることができないので改良が求めら

れていた。

【０００４】
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【発明が解決しようとする課題】ボール継手の受け板を

試験片の荷重点に取り付け、荷重点のずれはボール継手

と軸継手の変形でにげるようにし、正しい曲げ変形を与

えるようにした。荷重の計測はロードセルを試験片の両

側のボール継手に連接して試験片に引張荷重が作用する

時のみに行なうようにした。荷重の計測はボール継手を

介して試験片に引張りが作用する時に計測される。２個

のロードセルの出力の調整は、一方のロードセルが働い

ているときは他方のロードセルはゼロになるように長さ

調整ねじで調整しナットで固定する。２個のロードセル

の出力を、一方は正、他方は負として合成することによ

り、精度の良い荷重変位曲線が得られる。

【０００５】

【課題を解決するための手段】荷重点をボール継手にし

引張荷重の合成で荷重を求める。

【０００６】

【作用】ボール継手を介しているため、荷重方向が定ま

らなくても良い。

【０００７】

【実用例】引張だけで任意方向に牽引する方法（牽引車

の連結器など）

【０００８】

【発明の効果】油圧サーボ式疲労試験機に比べて、安価

な疲労試験機が製作できる。

【図面の簡単な説明】

【第１図】定変位疲労試験装置の概要斜視図

【符号の説明】

ボール継手の受け板

継手軸
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▲１０▼基礎

【第２図】　ボール継手部の斜視図

【符号の説明】
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【第３図】　計測例

【第１図】
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【第２図】
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【第３図】
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